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須加尾 政一　著

連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

手順２　現状の把握と目標の設定

実施内容
１)テーマの選定で絞り込んだ製品・サービスや業務などにおいて、過去に発生したトラブル・クレームのみ
　 ならず、ヒヤリハットの事例を収集し、５W１Hで整理します。記録がない場合には、皆の記憶内容を整
　 理します。
２)集めた事例を横断的に見て、共通する特徴を探し出します。
３)繰り返し起こっている特徴に着目し、分類することによって、どのような「種類」の問題を対象にすべき
　 なのかを明確にし、これを改善対象とします。
４)目標の３要素（何を：改善対象、いつまでに：期限、どうする：目標値）を設定します。

手順３　活動計画の策定

手順４　改善機会の発見

実施内容

実施内容

　第10回に引き続き、未然防止型ＱＣストーリーの概略を解説していきます。

　手順名だけから判断すると、問題解決型ＱＣストーリーでの「現状の把握と目標の設定」と同じだと勘違
いされがちですが、未然防止型ＱＣストーリー特有の内容もあります。それは、現在の状況だけではなく、
過去の出来事や実績も積極的に活用することです。

（次ページへつづく）

　未然防止型ＱＣストーリーのなかで最も重要な手順のひとつです。他のＱＣストーリーと大きく異なる手
順で、ここが適切に行えるかどうかで得られる効果が大きく変わってきます。

１)やるべきこと（実施事項）、いつ、何をするか（日程）、誰がやるか（役割分担）を決めます。
２)１)で決めた内容をサークルメンバーに共有できるように活動計画表を策定します。

１)「改善機会の発見＝対策の必要な問題を見つけること」と捉え、テーマの選定で選んだ「プロセス」につ
　  いて、現状の把握で絞り込んだ「種類」の問題を洗い出します。失敗モード一覧表、ＦＭＥＡ(Failure 
　  Mode and Effects Analysis)などをうまく活用するとよいです。
２)洗い出した問題のリスク（危険）の大きさをＲＰＮ(Risk Priority Number)などで評価します（表９）。



連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

手順５　対策の共有と水平展開
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１)改善によって良くしたかった改善対象が、対策を実施したことによってどのように良くなったのか、目標
　 値と比較しながら効果を確認します。ＲＰＮによる効果の確認も忘れずに実施しましょう。
２)効果金額、対策を実施したことによる他への影響や波及効果のみならず、サークルや個人の成長度合いで
　 ある無形の効果も把握します。
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図９　ＦＭＥＡによる起こしそうな失敗の洗い出しとリスクの大きさの評価

引用：中條 武志（2018）：『こんなにやさしい未然防止型ＱＣストーリー』、日科技連出版社

１)過去の有効な対策のみならず、知恵を出し合って問題に対する対策案を多く考えます。
２)考えた対策案を評価し、どの対策を実行すべきかを決め、実行します。

手順６　効果の確認

実施内容

手順７　標準化と管理の定着

実施内容

実施内容
１)実施した対策の中で、効果が認められた対策毎に標準化の制定もしくは改訂を実施します。
２)定めた標準について、周知徹底と教育・訓練の実施、関連部署へのＰＲなどを行います。
３)標準の遵守状況や、改善対象などの状況を定期的に確認し、維持していくための仕組みを構築します。


